平成２３年度未来物質領域M1コロキウム実施要領(後期追加部分)


　　     

世話人：草部　浩一   D316　 phone:6406 

E-mail: kabe@mp.es.osaka-u.ac.jp

永井　正也   D213   phone: 6507
E-mail:mnagai@mp.es.osaka-u.ac.jp
1. 日時、場所
水曜日５限、場所はA304講義室 

なお物性物理工学領域のＭ１コロキウム（月曜日３限 B103）へも積極的に参加をすること。http://laser.mp.es.osaka-u.ac.jp/mcolo/
2. 発表
　本年の受講者は２５名である。後期は１日２名で、一人の割り当て時間は発表時間・質疑応答・指導教員のコメント・交代時間を合わせて４５分で行う。
　前期では未来物質領域内の化学分野と物理分野の間の壁を低くし両分野の相互理解を進めることを目指した。受講者は異分野の発表で活発な議論を行うには何が必要であるかを考え工夫し準備することで、後期のコロキウム発表や一般の学会発表での下地作りを行った。
　後期の目標は、英語発表への挑戦です。まず、英語の発表等の資料を作ると共に、聴衆が前期に学んだ基礎的な知識を元にして理解できる程度の丁寧さで、発表者の該当分野の研究を紹介します。聴衆は、異分野の研究の発表についても活発な議論をしてください。
最後には、英語でのポスター発表をします。ここでは英語での発表と議論をおこないます。
【事前の準備】
 (1) アブストラクト
研究室名、発表者氏名、指導教員氏名、タイトル（英語）、要旨（英語）、タイトル（日本語訳）、要旨（日本語訳）、参考文献、を明記すること。テキスト形式で、発表の前週金曜日までに世話人にE-mail で送付のこと(様式は前期と同じ)。
(2) パワーポイント（配付資料）：基本的にはすべて英語で作成する。
（専門用語には日本語を併記することが望ましい）
発表：模範的構成は以下の通り。
Contents（発表は英語で、簡潔に要点をまとめること）
Introduction（まず英語で発表した後に、同じスライドを用いて日本語で要点をまとめる。多分野の聴衆に向けて、基本的なところから丁寧に導入することを心がけること。）
本論（原則英語で発表だが日本語でも可。丁寧に、分かり易く内容を伝えるようにすること。）
Summary (Conclusion) （英語で、簡潔にまとめること）
(3) 担当教員への出席依頼
発表者の担当教員が当日出席し質疑応答の後に全般的解説･補足をしていただくよう、発表者自身が事前に依頼しておくこと。
(4) 発表の前日までにパワーポイントを世話人までメールで送付すること。
当日配布するパワーポイントの配付資料（４枚/頁）を35部用意しておくこと。
(5) 欠席等の届出
日程変更： 発表日を変更する場合は、発表者自身が変更のある発表日の1 週間前までに日程を調整し世話人に連絡すること。
欠席届： 学会出席、学外実験などの理由で欠席する場合は、事前に世話人にe-mail で連絡し、前週末までに指導教員のサインまたは捺印つきの欠席届を提出すること。
【発表当日】（後期の場合）
(1) コンピュータ用意とプロジェクターの動作確認（当日の発表者間で調整する。）
(2) 用意したパワーポイントの配付資料（４枚/頁）35部を聴衆全員に配布する。
(3) 発表の進行（次週発表者2名の役目）
座長(進行役)とタイムキーパーと書記（重要な質問等を書き取り発表者に渡す）を2名が交代で行う。
感想カードを座長が事前に25人分印刷して、当日配布する。
会場の準備(ストップウォッチ、ベル、ポインター等、未来事務室（C101-105 室）で借りられる。）
後片付け、感想カードを回収する。
発表時間：時間の内訳は発表３０分、質疑応答８分、教員のコメント５ 分、交替２分
ベルは発表開始後、第一鈴：２８分、第二鈴：３０分、第三鈴：３８分に鳴らす。
座長は時間厳守のために、発表者、質問者に対して適切な指示を行う。
第１発表者１６：２０− １７：０５
第２発表者１７：０５− １７：５０
 (4) 感想カード：
・互いに評価し、感想を書く。
・とんでもないときは60 点以下でも構わないが、基本的に60 点以上を付けること。褒める点も見つけて記載するようにしてください。
このカードは、後の回に、世話人から発表者本人に返却する。聴衆の意見を参考にし、次回の発表に活かすこと。
【発表後】
(1) 発表者は最終版のパワーポイントのファイル（変更があった場合）を世話人に届ける。
ファイルはMコロ参加者の中で公開される。復習や次の発表へ活かすこと。
(2) 座長(進行役)は、感想カードを集計し結果を世話人にexcel ファイルで渡す。
3.  Noel Moritsch 先生によるpublic speech のポイント
欧米では演説やプレゼンテーション等におけるpublic speaking が重要視され、スピーチ・プレゼンにおける訓練にかなりの時間を費やしています。そこでM1コロキウムの初日に日本人の英語プレゼンテーションにおいてどのような点に気をつけるべきか、Noel Moritsch 先生に講演をお願いしております。
4. ポスター発表
M1コロキウムの最終日にポスター発表をします。ここでは発表と議論の全てを英語で行います。詳細については、追って連絡します。
5. 注意事項
特別講義の優先：特別講義（物性、機能物質化学）と重複する場合は欠席届を出して特別講義に参加すること。
外国人ＴＡ： 外国人ＴＡの参加予定は今のところない。
質疑応答：座長、発表者ともに英語による質問への応対が出来るように準備しておくこと。質問者も可能であれば英語での質問に挑戦すること。
以上
感想カード  日付：   月  　日

記入者名：

第１発表者名：
第１発表題目：

	発表の方法： ＊百点満点で記入
	発表の内容： ＊百点満点で記入

	・発表資料（見やすさや分かりやすさの工夫） 
	（     点）
	・研究内容は理解できたか
	（     点）

	・構成（重要な点を強調するための工夫）
	（     点）
	・研究内容は面白かったか
	（     点）

	・スピーチ（声の大きさなど聞き手への配慮）
	（     点）
	
	

	

	感想(各項目とも一つ以上記入のこと)

	・発表方法で良かった点：


	・発表内容の感想（面白かった点・理解できなかった点）：

	・発表方法で改善すべき点：


	



感想カード  日付：   月  　日

記入者名：

第２発表者名：
第２発表題目：

	発表の方法： ＊百点満点で記入
	発表の内容： ＊百点満点で記入

	・発表資料（見やすさや分かりやすさの工夫） 
	（     点）
	・研究内容は理解できたか
	（     点）

	・構成（重要な点を強調するための工夫）
	（     点）
	・研究内容は面白かったか
	（     点）

	・スピーチ（声の大きさなど聞き手への配慮）
	（     点）
	
	

	

	感想(各項目とも一つ以上記入のこと)

	・発表方法で良かった点：


	・発表内容の感想（面白かった点・理解できなかった点）：

	・発表方法で改善すべき点：

	































































































































































































































































































































































































